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▲コウタケ ▲ショウゲンジ

▲クロカワ ▲ムキタケ

　以前、このコラムにおいて岐阜県内で利用されてい
る野生キノコは30種類以上にのぼることを紹介しまし
た。キノコをはじめとする特用林産物の重要性をお伝
えしたのですが、その数の多さについては特に触れま
せんでした。しかしこの数は他県と比べると非常に多
く、岐阜はキノコ好き（岐阜の方言で言うならば「こけ」
好き）県といえます。お隣の長野県や北関東、東北地方
もキノコ好きな地域です。
　一方、近畿以西の西日本では、それほど好んで野生
キノコを食べることはありません。茸狩りと称して採り
にいくのはマツタケかホンシメジで、それらが採れなけ
れば行きがけの駄賃として同じ松林に出るハツタケや
アミタケを採って帰るくらいです。もちろんシイタケの
ような誰でも知っているキノコを山で見つけたら採る
でしょうが、わざわざ採りにいくようなことはあまりしま
せん（原木栽培の収穫は別です）。
　こうしてみると、岐阜県は地理的には西と東の中間
に位置していますが、（特にキノコに関する）食文化の
面では東日本の色あいが濃いように思います。
　とはいうものの、そんなに野生のキノコを食べてい
るかなあ？と首を傾げる人もいるかもしれません。実
は、岐阜県内でも野生キノコをよく食べる地域とあま
り食べない地域があるのです。一般的には飛騨地方、
それから東濃地域が特にキノコを好んで食べる土地だ
とされています。知っている人には何を今更という感じ
ですが、少しそれらのキノコを紹介しましょう。
　朝顔の花のような形で、内側にとげ状の突起があるの
はコウタケ（写真左上）です。飛騨では「じこう」、東濃で
は「かわたけ」と呼ばれています。干すと真っ黒になりま
すが香りが強くなり、良い出しが出ます。炊き込みご飯や
煮物にすると美味です。実習で朝市等を毎年見て回るの
ですが、2010年は豊作で普段より安価で出回っていま
した。このキノコに限らず、野生キノコは年によって豊凶
があり、それもまた楽しみのひとつかもしれません。
　黒色ののっぺりとした傘をしているのはクロカワ
（左下）です。岐阜では「ろうじ」と言った方が通じるで

しょうか。傘の裏側は白色で普通のキノコにあるヒダ
はありません。このキノコには苦味があるのですが
同時に旨味もあり、酒のアテとして好まれます。焼いて
おろし醤油というのが定番です。
　長めの柄にこんもり丸い傘のキノコはショウゲンジ
（右上）です。飛騨では「たいこのばち」、東濃周辺では
「ずぼ」「ごんすけ」等と呼ばれています。飛騨の方言は形
状からの連想ですが、東濃の二つは何でしょうね。虚無僧
の深編笠からの連想で「こむそう」「ぼうず」と呼ばれるこ
ともあります。和名のショウゲンジもお寺の名前が由来と
されています。口当たりもよく、おいしいキノコです。
　上記３種は、里山の広葉樹林やアカマツ林のキノコ
ですが、ブナやミズナラの林のキノコも紹介しましょう。
これらの林のキノコと言えばマイタケやナメコが代表
的ですが、ムキタケ（右下）も外せません。飛騨で「もく
だい（むくだい）」と呼ばれ市場に並びます。値段も高く
なく、鍋や汁物に入れると出しをよく吸い、おいしいもの
です。高山出身の学生に「けいちゃん」と一緒に炒める
食べ方を教えてもらいましたが、それも美味です。
　次に紹介するのは…、キリがありませんね。

　しかしながら、こういった山の幸を利用する山村の
文化は、食生活の変容や中山間地の過疎化により、
多くの地域で失われつつあります。さらに昨年の原発
事故による放射性物質の汚染地域では、地域文化その
ものの存続が危ぶまれています。
　ひとつのキノコに限って言うと、福島県周辺ではツ
チグリというキノコの幼菌を「まめだんご」と呼んで食
べていました。このキノコは東南アジアでも食用にさ
れているのですが、日本においてはこの地域だけと
いっていいくらいの稀有な食習慣です。これまでの報
道等でご存知の方も多いかと思いますが、地面から生
える野生キノコは放射性セシウムを蓄積しやすいもの
が多く、残念なことにこのツチグリも例外ではありませ
ん。福島におけるツチグリの利用を現在形で紹介した
いのですが、それは現状を楽観視しているようで憚ら
れ、かといってこのように過去形で表現するのも残念
なような申し訳ないような気持ちが入り交じって何と
もいえない思いになります。
　私たちが住んでいる岐阜も含めたそれぞれの地域
で、こういった山村文化が無形の価値を持つものとし
て今後も無事に日常生活の中で息づき続けていくこ
とを願ってやみません。森林文化アカデミーでは山村
の文化を受け継ぎ、さらに山村の活性化に生かしてい
く一助とすべく様々な取り組みをしています。今年も
またいつものように春が訪れ、多くの入学生を迎え
ます。アカデミーはこれからも彼らと地域とともに歩み
続けます。
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が注目されています。
木質ペレットは、おが粉を圧縮形成した１００％
木の恵みからなるバイオマス燃料で環境に
やさしいエネルギーです。　
　このような木質ペレットの使用は、森林の
整備、温暖化防止、地産地消による地域経済
の活性化、持続可能な社会の実現に向けて、
大きな役割を果たすと考えられます。
　今回の研修では、私たちにとって身近な存
在である、木の新たな活用について知識を深
めて頂きたいと願 っています。

　気に留めた木に是非お会いして

いただきたいと思います。数百年の

時を刻んだ巨木の魂に触れるなら、

きっとその魅力と偉大さにお気づき

になられるでしょう。

　そして地域のふるさと自然遺産で

ある巨木を愛する仲間が１人でも多く

なるよう期待します。

森林のたよりAPR 2012 6森林のたより APR 20127 森林のたより APR 20127


